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	この抗体は、ウイルス粒子そのものではなく、ウイルスの供給元となる感染後の細胞を標的とし、感染者の免疫応答をサポートして、新型コロナウイルスに感染した細胞のみを特異的に排除します。また、他の多くの抗体医薬とは異なり、変異が入りにくい部位を標的とし、オミクロン株を含む種々の変異株に反応します。変異が少ない部位は多くの類縁コロナウイルスにも共通の構造を有することから、得られた新規抗ウイルス抗体は、変異型を含む広域コロナ属ウイルスに広く薬効を示すことが期待されます。
	現在臨床応用されている抗体カクテルなどの中和抗体や、経口用として開発中の低分子化合物は、いずれも軽症からの感染者を対象としています。一方、今回同定された抗体は、中等度以上の重症化リスクの高い患者に投与する抗ウイルス抗体医薬としての開発や、今後起こるかもしれない類縁コロナウイルスのパンデミックの発生時にも広く緊急対応できる「広域型抗ウイルス抗体医薬」としての開発が期待されます。今後、製薬会社の皆様とも連携の上、更なる研究を進めてまいります。
	※２ エピトープ
	抗体が結合する標的部分。一般にエピトープはターゲット分子の小さい一部であり、異なる抗体は、それぞれのエピトープに結合し異なる機能を示す。
	※３ エピトープ均質化抗体パネル（NIBIOHN 特許技術）
	標的上のすべての機能エピトープ領域を網羅した、最小個数の抗体群を表す。これにより抗体機能を最小限の抗体数で探索し同定することが可能となる。
	ウェブサイト：https://www.nibiohn.go.jp/cddr/research/project02.html
	2015 年 4 月 1 日に医薬基盤研究所と国立健康・栄養研究所が統合し、設立されました。本研究所は、メディカルからヘルスサイエンスまでの幅広い研究を特⾧としており、我が国における科学技術の水準の向上を通じた国民経済の健全な発展その他の公益に資するため、研究開発の最大限の成果を確保することを目的とした国立研究開発法人として位置づけられています。
	ウェブサイト：https://www.nibiohn.go.jp/
	永田 諭志：1992年東京理科大学大学院薬学研究科修了、博士（薬学）。東京理科大学助手、東京大学大学院農学生命科学研究科講師を経て、1999年より米国NIH、Research Fellow、2007年米国Sanford Research、Associate Scientist、その後、2015秋に帰日し現職（医薬基盤研究所創薬デザイン研究センター、抗体デザインプロジェクト プロジェクトリーダー）。
	国立研究開発法人医薬基盤・健康・栄養研究所
	医薬基盤研究所 創薬デザイン研究センター
	E-mail: cddr-office※nibiohn.go.jp（※をアットマークに変換してください）
	抗体デザインプロジェクト プロジェクトリーダー
	永田 諭志
	バイオ創薬プロジェクト プロジェクトリーダー
	鎌田 春彦

